
  

「
鳥
獣
害
の
被
害
は
全
国
的
な
傾
向
を

示
し
て
お
り
農
林
水
産
省
の
施
策
と
し

て
野
生
鳥
獣
の
生
息
分
布
域
が
拡
大
し
，

農
作
物
被
害
金
額
は
約
二
百
億
円
で
推

移
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
被
害
に
よ
り
営

農
意
欲
の
減
退
や
不
作
地
の
増
加
を
も

た
ら
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
野
生
鳥
獣

に
よ
る
被
害
の
深
刻
化
・
広
域
化
に
対
応

す
る
た
め
，
農
林
水
産
省
は
平
成
二
十
三

年
度
を
例
に
と
る
と
地
域
ぐ
る
み
の
被

害
防
止
活
動
や
侵
入
防
止
柵
の
整
備
等

の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
，
鳥
獣
害
防
止
対
策
交
付
金

九
千
五
百
百
万
円
を
支
援
し
て
い
る
。 

 

既
に
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
塩
瀬
、

出
沢
地
区
な
ど
で
は
集
落
の
農
地
を
フ

ェ
ン
ス
で
囲
い
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入

防
止
柵
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

連
谷
地
区
の
詳
細 
 

(

平
成
二
十
三
年
十
二
月
現
在) 

新
城
市
の
総
面
積
四
百
九
十
九
平
方

㎞
の
う
ち
連
谷
地
区
の
総
面
積
五
百
十

六
㎡(

四
谷
二
百
十
八
㎡
，
連
合
二
百
九
十

八
㎡)

で
戸
数
お
よ
び
世
帯
数
は
四
谷
五

十
七
戸
百
六
十
五
名
，
連
合
五
十
九
戸
， 

     

人
口
百
六
十
四
名
，
児
童
数
六
名
の
周
囲

が
森
林
に
囲
ま
れ
た
集
落
で
あ
る
。 

連
谷
地
区
の
取
り
組
み 

こ
の
取
組
み
は
、
平
成
十
年
過
ぎ
頃
ま

で
は
山
野
を
生
活
の
場
と
し
て
い
た
イ

ノ
シ
シ
が
個
体
数
の
拡
大
、
餌
不
足
か
ら

農
作
物
や
果
樹
を
は
じ
め
ミ
ミ
ズ
や
サ

ワ
ガ
ニ
，
ク
ズ(

雑
草)

，
タ
ケ
ノ
コ
な
ど

の
捕
食
を
目
的
に
里
地
へ
の
出
没
が
見

ら
れ
だ
し
た
。 

                 

そ
の
個
体
数
は
年
々
拡
大
し
、
作
業
道

や
耕
地
，
傾
斜
地
ま
で
掘
り
起
こ
し
農
作

物
以
外
の
被
害
も
増
大
し
た
。
そ
こ
で
、

無
謀
極
ま
り
な
い
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
を

阻
止
す
る
た
め
四
谷(

稲
熊
芳
美 

小
山
泰

弘 

小
山
舜
二 

村
雲
宣
充
さ
ん)

四
名
，連

合(

原
田
武
典 

古
田
久
夫
さ
ん)

二
名
の

有
志
が
「
わ
な
猟
狩
猟
免
状
」
を
取
得
，

有
害
駆
除(

イ
ノ
シ
シ
，
サ
ル
，
シ
カ)

を

申
請
，
移
動
式
箱
檻(

四
谷
十
八
基
，
う
ち

竹
檻
三
基
，連
合
十
三
基)

を
設
置
し
て
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
取
組
ん
で
い
る
。 

            

結 

果 

平
成
二
十
一
年
の
捕
獲
頭
数
は
四
谷

二
十
三
頭(

成
獣
九
頭
，
幼
獣
十
四
頭)

，

連
合
十
九
頭(

成
獣
五
頭
，
幼
獣
十
四
頭)

の
合
計
四
十
二
頭
で
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
二
年
の
捕
獲
頭
数
は
四
谷

二
十
六
頭(

成
獣
九
頭
，
幼
獣
十
七
頭)

，

連
合
四
十
六
頭(

成
獣
十
二
頭
，
幼
獣
三
十

四
頭)

の
合
計
七
十
二
頭
で
あ
っ
た
。
な
お

四
谷
，
連
合
で
捕
獲
し
た
個
体
を
雌
雄
別

に
み
る
と
雌
三
十
八
頭
，
雄
三
十
四
頭
で

や
や
雌
個
体
が
優
位
で
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
三
年
の
捕
獲
頭
数
は
四
谷

三
十
七
頭(

成
獣
十
三
頭
，
幼
獣
二
十
四

頭)

，
連
合
十
八
頭(

成
獣
七
頭
，
幼
獣
十

一
頭)

の
合
計
五
十
五
頭
で
あ
っ
た
。
な
お

四
谷
，
連
合
で
捕
獲
し
た
個
体
を
雌
雄
別

に
み
る
と
雌
二
十
八
頭
，
雄
二
十
七
頭
で

ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
二
年
の
雌
成
獣
の
捕
獲
は

十
三
頭
，
二
十
三
年
は
八
頭
で
あ
っ
た
。

一
頭
あ
た
り
年
一
回
の
出
産
で
五
頭
が

成
長
し
た
と
仮
定
す
る
と
前
者
が
六
十

五
頭
，
後
者
が
四
十
頭
，
両
者
で
約
百
頭
，

年
二
回
の
出
産
で
み
る
と
こ
の
二
年
間

で
約
二
百
頭
の
個
体
数
の
削
減
が
こ
の

地
域
で
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

中
山
間
地
に
住
む
地
域
の
住
民
は
環

境
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
丹
精
か
け
て
栽

培
し
た
農
作
物
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ノ
シ

シ
な
ど
野
生
動
物
の
被
害
が
多
発
し
，
生

産
意
欲
の
減
退
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
拡

大
さ
れ
る
と
と
も
に
，
こ
の
地
に
住
む
意

欲
す
ら
失
せ
る
現
実
に
あ
る
。
過
去
三
年

間
の
捕
獲
実
績
か
ら
個
体
数
の
削
減
は

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の
の
「
イ

ノ
シ
シ
は
山
の
ウ
ジ
で
獲
っ
て
も
取
っ

て
も
き
り
が
な
い
。
」
と
言
わ
れ
る
が
有

害
駆
除
を
積
極
的
に
実
施
。
村
を
守
る
た

め
に
ま
だ
ま
だ
挑
戦
が
続
く
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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個
体
数
の
調
整 

捕獲檻設置～獲らにゃあしょんないでのん～ 



成
果
報
告
会 

 
二
月
十
二
日
、
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
を
活
用
し
た
「
環
境
活
動
・
学
習
推
進

事
業
」
成
果
発
表
会
が
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
大

会
議
室(

名
古
屋
市)

を
会
場
に
事
業
実
施

団
体
の
事
例
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
業

交
付
金
を
受
け
た
保
存
会
か
ら
は
松
下

誠
・
小
山
舜
二
が
出
席
し
た
。 

                

成
果
発
表
会
に
参
加
し
た
約
二
百
人

は
こ
の
事
業
の
環
境
保
全
活
動
や
環
境

学
習
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
大
き

な
役
割
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 

事
例
発
表
後
、
来
年
度
公
募
の
説
明
が

あ
り
、
保
存
会
も
来
年
度
、
再
来
年
度
の

二
年
間
こ
の
事
業
の
交
付
金
を
受
け
、
連

谷
地
区
を
「
未
来
へ
つ
な
げ
た
い
、
想
い
」

を
新
た
に
し
た
。 

保
存
会
は
地
域
の
活
性
化
、
地
域
住
民

の
協
働 

(

絆)

を
主
眼
に
連
谷
の
宝
「
四
谷

の
千
枚
田
」
を
柱
に
こ
の
事
業
に
応
募
、

採
択
を
受
け
て
い
る
。 

               

過
去
三
年
間
の
活
動
実
績 

連
谷
地
区
全
集
落(

方
瀬
・
真
菰
、松
下
、

大
林
、与
良
木
、
大
代
、身
平
橋)
の
市
道
、

県
道
の
生
活
道
路
の
確
保
を
実
施
し
た
。 

 

特
に
、
方
瀬
集
落
か
ら
小
学
校
ま
で
の

往
還
道
、
市
道
方
瀬
稲
目
線
、
松
下
集
落

な
ど
の
両
脇
の
木
々
が
生
茂
り
ほ
と
ん

ど
放
置
状
態
で
あ
り
、
防
犯
、
冬
季
凍
結

な
ど
不
安
要
素
が
高
か
っ
た
が
、
高
所
作

業
車
、
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
を
リ
ー
ス
し
て

連
谷
お
助
け
隊
、
集
落
住
民
、
賛
同
有
志
、

保
存
会
の
出
役
に
よ
り
生
活
環
境
の
確

保
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の
お
か
げ
で

や
や
も
す
る
と
閉
塞
感
の
あ
っ
た
集
落

間
の
住
民
の
連
帯
意
識(

絆)

が
一
層
強
ま

っ
た
。
こ
れ
も
「
連
谷
お
助
け
隊
」
の
ふ

る
さ
と
を
想
う
奉
仕
的
活
動
の
お
か
げ

と
住
民
の
誰
し
も
感
謝
の
念
を
抱
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

環
境
学
習
に
お
い
て
は
千
枚
田
を
学

習
の
場
と
し
て
「
生
物
多
様
性
を
学
ぶ
」、

「
稲
作
体
験
学
習
」
、
「
い
き
も
の
観
察

会
」
等
々
多
岐
に
わ
た
り
実
施
し
た
。 

昨
年
は
事
例
発
表
の
場
を
頂
い
た
。
本

年
も
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
」
事
業
を

活
用
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
「
明
る
い
村
づ

く
り
」
に
邁
進
、
活
路
を
見
い
だ
し
た
姿

を
発
表
の
予
定
で
あ
っ
た
が
機
会
な
く
、

こ
こ
で
感
謝
を
込
め
て
報
告
と
す
る
。 

つ
な
げ
よ
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
の
成
果 

             

二
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
両
日
、

「
奥
三
河
自
然
満
喫
ツ
ア
ー
」
～
悠
久
の

大
地
と
人
と
生
き
も
の
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
～
と
題
し
て
主

催
：
愛
知
県
新
城
設
楽
山
村
事
務
所(

環
境

保
全
課) 

企
画
運
営
：
鳳
来
寺
山
自
然
科

学
博
物
館
友
の
会
で
行
わ
れ
る
。
コ
ー
ス

=

桜
淵
公
園
▼
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物

館
・
鳳
来
寺
山
▼
や
ま
び
こ
の
丘(

宿
泊)

▼

お
し
ど
り
の
里
▼
四
谷
の
千
枚
田
▼
川
売

の
梅
の
里 

 

四
谷
の
千
枚
田
で
は
自
然
観
察
と
棚
田

米
で
五
平
餅
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
。 

三
河
の
山
里
現
地
ツ
ア
ー 

 

愛
知
県(

地
域
振
興
部)

主
催
で
「
三
河

の
山
里
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
社
会
実
験
事

業
」
の
一
環
と
し
て
三
河
の
山
里
を
活
動

や
研
修
の
場
と
し
て
活
用
し
た
い
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
大
学
等
の
参
加
団
体
を
大

募
集
し
て
い
る
。
ツ
ア
ー
は
三
月
二
日
、

午
前
、
や
ま
び
こ
の
丘
を
会
場
に
奥
三
河

で
活
動
す
る
四
団
体
の
紹
介
。
午
後
は
企

業
の
新
入
社
員
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」

の
現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
る
。 

お
問
合 
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作
業
道
復
旧
工
事 

 

十
五
号
台
風
で
崩
落
し
た
千
枚
田
入

り
口
と
古
宿
の
作
業
道
の
災
害
復
旧
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

の
有
難
い
ご
理
解
の
お
か
げ
で
す
。 

行 
 

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

事 例 発 表    

中日森友隊 

へきなん市民環境会議 

矢田・荘内川をきれいにする会 

穂の国の森から始まる家づくりの会 

特定非営利活動法人三河自然素材家づくり研究会 

伊勢・三河湾流域ネットワーク 

特定非営利活動法人ウィル 21 フォーラム 

次世代による生物多様性子供会議実行委員会 

特定非営利活動法人東三河自然観察会 

瀬竹会 


